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ここが聞きたい　一般質問

思い切った人口減対策を

農地利用の状況は

樋下　周一郎 議員
自主財源の確保と民間の資金活用で

中間管理機構でも集積進まず

問

問

答

答

紙面の都合で発言を要約して掲載しています。

問　優良企業が立地し、圏央道
が通り、インター周辺開発が進
められている状況を他の町の人
が見ると、五霞町は裕福でしょ
うと一口に言われるが、町の税
収の状況はどうか。
町民税務課長　近年20億円を
超える規模で推移している。
問　IC周辺開発での税収見込み
は。
町民税務課長　進出企業によっ
て差があるが、建物については、
商業施設で1万㎡当たり1千万
円、償却資産については、現状
１社平均260万円程度を試算し
ている。
問　地方交付税と基金の状況は
どうか。
政策財務課長　地方交付税は前
年度同額の3億5千万円、減少
傾向が見込まれる。基金は平成
15年度が16億3千万円、平成
26年度で26億1千万円と積み
立てが進んだが、平成28年度
は5億4千万円の取り崩しを見

込んでいる。
問　一般会計から特別会計への
繰出金を減らすためには、中期
の財政計画を立てるべきでは。
政策財務課長　公共施設等の総
合管理計画と合わせて検討する。
問　道路整備の予定は。
政策財務課長　町道5号線など
道路改良工事で、今年度２億7
千万円を計上している。
問　人口減対策は大きな課題で
ある。思い切った施策を。

町長　まず重要な自主財源を確
保し、民間の資金も活用しなが
ら、有識者会議の中でも、まち
づくりのキーワードになってい
る住宅施策についても検討して
まいりたい。

問　ライスセンターの利用状況
は。
産業課長　利用実績で681トン、
前年のカントリーエレベーター
（794トン）より減っている。
問　担い手が不足する中で、農
地利用状況は。
産業課長　農業委員会を通じた、
人・農地プランでの集積は約
17％。農地中間管理機構の実

績は3件。
問　町への集客力を高め
るために、観光農園的な
ものを進めたらどうか。
産業課長　具体的な計画
は無いが、道の駅を基点
とした観光ルートの一環
として関係者と協議して
まいりたい。
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